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概要

関連科目 工業力学（３年次）

授業計画

第１回 振動論（１）

第２回 振動論（２）

第３回 振動論（３）
第４回 物理測定法と誤差論（１）
第５回 物理測定法と誤差論（２）
第６回 物理測定法と誤差論（３）

第７回 実験に関する諸注意

第８回 前期中間試験
第９回 応用物理実験（以下の中から７テーマを行う）
第１０回
第１１回 （２）万有引力定数の測定
第１２回 （３）レーザーを用いた光の干渉と回折，（４）光電効果
第１３回 （５）光速度の測定，（６）電子の比電荷
第１４回 （７）水素原子のスペクトル測定
第１５回 （８）放射性元素と放射線の測定

第１６回 温度とはなにか　　　　　　　　　　　　　　　　（教科書１９章）

第１７回 熱膨張，温度計

第１８回 熱とはなにか，熱エネルギー　　　　　　　　　　（２０章）

第１９回 熱容量と比熱，相変化と熱

第２０回 熱力学的過程

第２１回 熱力学第１法則

第２２回 熱伝導

第２３回 後期中間試験

第２４回 気体分子運動論　　　　　　　　　　　　　　　　（２１章）
第２５回 理想気体の比熱
第２６回 マクスウェルの速度分布則
第２７回
第２８回 不可逆過程とエントロピー，熱力学第２法則
第２９回 エントロピーと秩序

第３０回 学年末試験

授業開始時に各担当者が指示する。
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SUZUKI Katsuhiko, KATSUYAMA 
Tomoo

１－３年で履修した物理学を応用して，振動論，誤差論，および熱力学を学ぶ。また，重要な物理現
象のいくつかを実験を通して体験する。

科目目標　
(到達目標 )

振動現象を微分方程式の解として理解すること。誤差と有効数字について理解すること。さまざまな
物理現象を実験により体験し，実験内容をレポートにまとめること。熱力学第１，第２法則を理解す
ること。マクロな熱力学的諸量とミクロな分子運動との関連を理解すること。

教科書　　　
器材等 Ｒ．Ａ．サーウェイ著　科学者と技術者のための物理学Ｉ b，ＩＩ

評価の基準と
方法

定期試験の平均成績を６０％、実験レポートおよび実験操作の習熟度を２５％，真摯な授業態度（課
題等のレポートを含む）を１５％として評価する。６０点以上を合格とする。

（１ a）力学的振動，（１ b）回転の運動方程式

熱機関とカルノーサイクル　　　　　　　　　　　 (２２章）

オフィスアワ
ー

ホームページ： http://physics.numazu-ct.ac.jp/kyouka.html


